
安
土
城
書
院
の
狩
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天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
十
四
日
、
安
土
城
は
山
上
の
天
主
、
本

丸
を
中
心
と
す
る
織
田
信
長
の
居
城
部
分
お
よ
び
安
土
山
下
の
町
々
を
焼

失
し
た
。
本
格
的
な
天
主
を
有
す
る
織
田
信
長
の
居
城
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
注
目
度
が
高
い
一
方
、
天
正
四
年
の
築
城
開
始
か
ら
た
っ
た
六
年

後
の
炎
上
と
い
う
こ
と
で
、
安
土
城
に
は
不
明
な
点
が
あ
ま
り
に
多
い
。

こ
こ
で
は
安
土
城
障
壁
画
の
う
ち
、『
丹
青
若
木
集
』
が
記
す
、
狩
野
永

徳
筆
「
三
上
山
図
」
が
描
か
れ
た
書
院
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て

み
た
い
。

第
一
章
　
安
土
城
の
御
殿
と
襖
絵 �

　

ま
ず
、
安
土
城
に
存
在
し
た
諸
御
殿
に
つ
い
て
、『
信
長
公
記
』
か
ら

関
連
部
分
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。
天
正
四
年
の
築
城
開
始
以
降
、
御
殿
関

係
の
記
事
と
し
て
最
初
に
出
て
く
る
の
が
、
次
の
天
正
六
年
正
月
朔
日
条

で
あ
る
。
信
長
が
完
成
し
た
御
殿
を
観
覧
さ
せ
る
た
め
に
家
臣
を
御
殿
御

座
所
へ
集
め
た
記
事
で
あ
る
。

　
　
（
前
略
）
其
後
御
殿
御
座
所
迄
皆
見
せ
さ
せ
ら
れ
、
三
国
の
名
所
を

狩
野
永
徳
に
仰
付
け
ら
れ
、
濃
絵
に
移
さ
れ
、（
後
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
正
六
年
正
月
の
段
階
で
、
御
殿
御
座
所
が
完
成
し
て

安
土
城
書
院
の
狩
野
永
徳
筆
「
三
上
山
図
」

�

小
嵜
　
善
通
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お
り
、
そ
こ
に
は
永
徳
の
描
い
た
濃
彩
の
三
国
名
所
図
が
描
か
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
三
国
に
つ
い
て
は
『
信
長
公
記
』
の
他
の
箇
所

の
記
述
か
ら
尾
張
、
美
濃
、
近
江
と
す
る
説
（
註
１
）
を
は
じ
め
、
山
城
、

近
江
、
大
和
（
あ
る
い
は
摂
津
）
と
す
る
説
や
、
日
本
、
中
国
、
天
竺
（
あ

る
い
は
朝
鮮
）
な
ど
海
外
の
諸
国
を
想
定
す
る
大
胆
な
説
も
古
く
か
ら
唱

え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
あ
と
御
殿
の
記
事
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
次
の
天
正
十
年
正
月
朔

日
条
で
あ
る
。

　
　
（
前
略
）
お
も
て
の
御
門
よ
り
三
の
御
門
の
内
、
御
殿
主
の
下
、
御

白
洲
ま
で
祗
候
仕
り
、
爰
に
て
面
々
御
詞
を
加
へ
ら
れ
、（
中
略
）

各
階
道
を
あ
が
り
、
御
座
敷
の
内
へ
め
さ
れ
、
忝
く
も
御
幸
の
御
間

拝
見
な
さ
せ
ら
れ
候
な
り
。
御
馬
廻
・
甲
賀
衆
な
ど
御
白
洲
へ
め
さ

れ
、
暫
時
逗
留
の
処
、
御
白
洲
に
て
皆
々
ひ
ゑ
候
は
ん
の
間
、
南
殿

へ
罷
上
り
、
江
雲
寺
御
殿
を
見
物
仕
候
へ
と
上
意
に
て
、
拝
見
申
候

な
り
。

御
座
敷
惣
金
、
間
毎
に
狩
野
永
徳
仰
付
け
ら
れ
、
色
々
様
々
あ
ら
ゆ

る
所
の
写
絵
筆
に
尽
く
さ
せ
ら
れ
、
其
上
四
方
の
景
気
、
山
海
・
田

薗
・
郷
里
、
言
語
道
断
面
白
き
地
景
申
す
に
計
り
な
し
。
是
よ
り
御

廊
下
続
き
に
参
り
、
御
幸
の
御
間
拝
見
仕
候
へ
と
御
諚
に
て
、
か
け

ま
く
も
忝
き
、
一
天
君
・
万
乗
の
主
の
御
座
御
殿
へ
召
上
せ
ら
れ
、

拝
濫
に
及
ぶ
事
、
有
難
く
、
誠
に
生
前
の
思
ひ
出
な
り
。
御
廊
下
よ

り
御
幸
の
御
間
、
元
来
檜
皮
葺
、
金
物
日
に
光
り
、
殿
中
悉
く
惣
金

な
り
。
何
れ
も
四
方
御
張
付
け
、
地
を
金
に
置
上
げ
な
り
。
金
具
所

天主台

伝本丸跡

伝三の丸跡

伝二の丸跡

安土城跡　平面図
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と
あ
る
。『
信
長
公
記
』
の
記
事
と
合
わ
せ
読
む
と
、
天
正
六
年
に
家
臣

に
披
露
し
た
御
殿
御
座
所
が
彼
の
邸
で
、「
廊
下
で
互
い
に
続
い
た
、
自

分
の
邸
と
は
別
の
宮
殿
」
が
天
正
十
年
に
家
臣
に
披
露
し
た
御
殿
群
で
あ

る
と
想
定
で
き
る
。
濃
彩
の
障
壁
画
で
あ
っ
た
御
殿
御
座
所
に
対
し
、
御

殿
群
に
は
よ
り
華
麗
な
金
碧
画
が
描
か
れ
て
い
た
と
す
る
『
信
長
公
記
』

の
記
載
も
、
こ
の
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
記
事
と
符
合
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
御
殿
は
安
土
山
上
の
ど
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、先
の『
フ

ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
記
事
の
な
か
の
「
こ
の
城
の
一
つ
の
側
に
」
と
い
う

文
言
で
あ
る
。
安
土
山
上
の
地
形
を
み
る
と
、
建
築
可
能
な
平
坦
地
は
東

西
に
や
や
細
長
く
、
そ
の
ほ
ぼ
中
心
に
天
主
台
が
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
で
は
天
主
を
中
心
に
建
物

配
置
が
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。「
一
つ
の
側
」
と
い
う

文
言
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
信
長
邸
と
、

そ
れ
と
は
別
の
宮
殿
と
は
天
主
を
挟
ん
だ
異
な
る
側
に
配
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
天
主
東
側
の
伝
本

丸
御
殿
跡
か
ら
、
御
所
の
清
涼
殿
に
匹
敵
す
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
註
３
）。
ま
た
、
敷
地
の
広
さ
か
ら
見
て
も
、
廊
下
で
つ
な
が
れ
た
諸
御

殿
を
配
置
で
き
る
の
は
、
天
主
東
側
の
伝
本
丸
跡
及
び
伝
三
の
丸
跡
以
外

に
は
あ
り
え
な
い
。

　

つ
ま
り
、
安
土
の
山
上
に
は
天
主
を
中
央
に
し
て
東
側
に
御
幸
の
間
や

皇
居
の
間
を
擁
す
る
御
殿
と
南
殿
、
江
雲
寺
御
殿
、
西
側
の
伝
二
の
丸
跡

に
信
長
の
邸
で
あ
る
御
殿
御
座
所
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
天

は
悉
く
黄
金
を
以
て
仰
付
け
ら
れ
、
斜
粉
を
つ
か
せ
、
唐
草
を
地
ぼ

り
に
、
天
井
は
組
入
れ
、
上
も
か
ゝ
や
き
下
も
輝
き
、
心
も
詞
も
及

ば
れ
ず
。
御
畳
、
備
後
表
、
上
々
に
青
目
な
り
。
高
麗
縁
、
雲
絹
縁
、

正
面
よ
り
二
間
の
奥
に
、
皇
居
の
間
と
覚
し
く
て
、
御
簾
の
内
に
一

段
高
く
、
金
を
以
て
瑩
立
、
光
耀
き
、
衣
香
当
を
撥
四
方
に
薫
じ
、

御
結
構
の
所
あ
り
。
東
へ
続
ひ
て
御
座
敷
、
幾
間
も
こ
れ
あ
り
。
爰

に
は
御
張
付
、
惣
金
の
上
に
色
絵
に
様
々
か
ゝ
せ
ら
れ
、
御
幸
の
御

間
拝
見
の
後
、
初
め
て
参
り
候
御
白
洲
へ
罷
下
り
候
（
後
略
）

こ
れ
は
、
天
正
十
年
正
月
に
城
完
成
の
お
披
露
目
と
し
て
家
臣
を
呼
び
寄

せ
、
御
座
敷
内
の
御
幸
の
間
や
そ
の
中
に
あ
る
皇
居
の
間
、
南
殿
や
江
雲

寺
御
殿
を
観
覧
さ
せ
た
記
事
で
あ
る
。
天
皇
の
行
幸
の
た
め
に
建
て
ら
れ

た
と
す
る
御
幸
の
間
や
皇
居
の
間
は
金
碧
画
で
彩
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
廊
下

続
き
に
接
す
る
江
雲
寺
御
殿
の
諸
室
も
や
は
り
金
碧
画
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
狩
野
永
徳
に
よ
る
名
所
絵
の
数
々
が
描
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
間
、『
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
、
天
正
七
年
五
月
十
一
日
に
は
信

長
は
完
成
し
た
天
主
に
移
り
、
天
正
九
年
九
月
八
日
に
は
築
城
に
関
わ
っ

た
諸
職
人
に
褒
美
と
し
て
小
袖
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
障
壁
画
制

作
を
担
当
し
た
狩
野
永
徳
、
光
信
父
子
の
名
も
記
さ
れ
る
。

　

次
に
、
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
記
述
に
な
る
『
フ
ロ
イ
ス
日
本

史
』
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。
天
正
九
年
三
月
に
あ
た
る
記
事
（
註
２
）
に
、

　
　

信
長
は
、
こ
の
城
の
一
つ
の
側
に
廊
下
で
互
い
に
続
い
た
、
自
分
の

邸
と
は
別
の
宮
殿
を
造
営
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
（
邸
）
よ
り
も
は

る
か
に
入
念
、
か
つ
華
美
に
造
ら
れ
て
い
た
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主
台
西
側
に
は
信
長
の
御
廟
が
あ
る
た
め
発
掘
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
が
、
そ
こ
に
は
ま
さ
し
く
信
長
の
御
殿
御
座
所
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
章
　
狩
野
永
徳
の
三
上
山
図 �

　

狩
野
一
溪
重
良（
一
五
九
九
～
一
六
六
二
）が
記
し
た『
丹
青
若
木
集
』

の
狩
野
永
徳
の
項
の
記
事
に
は
、
永
徳
が
描
い
た
安
土
城
の
襖
絵
に
関
す

る
興
味
深
い
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
最
も
古
い
写
本
は
幕
末

期
の
も
の
で
写
し
誤
り
も
多
く
、
文
意
が
辿
り
に
く
い
所
も
あ
る
。
次
に

掲
げ
た
全
文
は
国
会
図
書
館
本
に
よ
る
。

　
　

源
四
郎
尚
信
者
松
永
法
眼
之
家
嫡
所
絵
強
厚
而
筆
力
揺
動
起
皈
廻
絶

非
所
逮
言
舌
気
韻
生
動
出
于
天
成
自
早
年
丹
青
超
越
于
父
遠
甚
以
是

狩
野
中
興
為
名
手
矣
平
信
長
卿
近
州
安
土
山
令
築
一
城
狩
野
一
家
図

絵
之
其
至
于
書
院
中
鑑
監
三
上
山
事
専
令
造
此
画
図
者
命
源
四
郎
尚

信
一
之
間
者
模
写
彼
山

終
日
詠
覧
真
山
夜
者
戸
障
子

図
有
之
半

開
詠
則
真
山
尾
崎
障
子
之
絵
書
継
之
信
長
卿
感
深
之
擢
法
印
号
永
徳

近
世
神
品

工
是
也
惜
哉
四
十
有
七
歳
而
慶
長
二
丁
酉
九
月
十
四
日

死

こ
れ
に
つ
い
て
は
辻
惟
雄
氏
の
研
究
（
註
４
）
が
あ
り
、
要
約
す
る
と
次
の

よ
う
な
内
容
で
あ
ろ
う
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

安
土
城
の
書
院
一
の
間
障
壁
画
は
織
田
信
長
が
狩
野
永
徳
に
命
じ
た
も

の
で
、
三
上
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
昼
間
、
戸
障
子
を
開
け
れ
ば
実
際
の

三
上
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
夜
、
戸
障
子
を
閉
じ
れ
ば
画
図
の
三
上
山

を
鑑
賞
で
き
る
。
昼
間
、
半
ば
戸
障
子
を
開
け
れ
ば
実
際
の
三
上
山
が
見

え
、
画
図
が
そ
れ
を
つ
な
い
で
唐
崎
あ
た
り
ま
で
の
景
観
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

　

安
土
山
か
ら
見
え
る
三
上
山
か
ら
唐
崎
あ
た
り
に
か
け
て
の
景
観
を
パ

ノ
ラ
ミ
ッ
ク
に
描
く
だ
け
で
な
く
、
実
景
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
と

い
う
奇
抜
な
手
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

永
徳
と
信
長
と
の
出
会
い
は
、
こ
れ
以
前
、
上
杉
家
本
洛
中
洛
外
図
を

信
長
が
入
手
し
た
時
に
遡
ろ
う
。
こ
の
時
信
長
は
永
徳
の
描
く
現
実
感
豊

か
な
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
名
所
景
観
図
に
い
た
く
共
感
し
た
に
違
い
な
い
。

先
に
記
し
た
御
殿
御
座
所
や
江
雲
寺
御
殿
に
数
々
の
名
所
絵
を
描
か
せ
て

い
る
こ
と
や
安
土
城
図
屏
風
を
描
か
せ
た
こ
と
で
も
そ
れ
は
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
、
安
土
城
の
書
院
で
は
そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
て
虚
と
実
を
交
錯
さ

せ
る
仕
掛
け
を
工
夫
し
た
の
で
あ
る
。
永
徳
の
作
風
は
一
般
的
に
は
モ

チ
ー
フ
を
豪
快
か
つ
巨
大
に
描
く
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
安
土
城
築

城
当
時
は
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
点
で
信
長
か
ら
評
価
を
受
け
て
い

た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
上
山
が
描
か
れ
た
書
院
と
は
安
土
山
上
の
諸
御
殿

の
ど
の
建
物
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
既
に
前
述
の
辻

氏
が
天
主
西
側
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
建
物
と
す
る
見
解
（
註
５
）
を
提
出
さ

れ
て
い
る
。
当
時
の
安
土
山
上
の
建
物
配
置
を
想
定
し
て
、
三
上
山
を
眺

め
る
こ
と
が
可
能
な
場
所
、
と
い
う
観
点
か
ら
導
か
れ
た
結
論
で
あ
る
。

現
在
で
も
安
土
山
に
登
る
と
天
主
台
の
石
垣
上
か
ら
南
西
の
方
角
に
三
上

山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
時
の
安
土
山
上
主
郭
部
に
お
い
て
、
天
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主
以
外
で
三
上
山
が
眺
め
ら
れ
る
場
所
は
、
現
在
信
長
の
御
廟
の
あ
る
天

主
台
西
側
以
外
、
や
は
り
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
所
に
あ
っ

た
建
物
と
は
先
に
確
認
し
た
と
お
り
、
信
長
の
日
常
の
居
所
で
あ
る
御
殿

御
座
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
『
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
永
徳
に

よ
る
濃
彩
の
三
国
名
所
図
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で

は
、
三
上
山
図
が
描
か
れ
た
建
物
と
、
三
国
名
所
図
が
描
か
れ
た
建
物
は

異
な
る
も
の
、
と
い
う
見
解
（
註
６
）
が
一
般
的
で
あ
る
が
、『
信
長
公
記
』

と
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
記
載
や
、
三
上
山
の
観
望
状
況
を
勘
案
す
れ

ば
、
三
上
山
図
が
描
か
れ
た
障
壁
画
は
三
国
名
所
図
の
内
の
一
図
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
書
院
（
御
殿
御
座
所
）
一
の
間
が
三
上
山
図
を
含
む
近

江
名
所
図
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
他
の
二
国
が
そ
れ
に
続
く

二
の
間
、
三
の
間
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
二
つ
の
国
と
は
、

既
に
信
長
の
支
配
下
に
あ
っ
た
美
濃
、
尾
張
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
あ
る

い
は
天
下
統
一
に
際
し
て
の
重
要
拠
点
で
あ
る
京
、
大
坂
で
あ
っ
た
と
考

え
る
と
さ
ら
に
興
味
深
い
。

第
三
章
　
狩
野
派
に
よ
る
近
江
名
所
図 �

　

近
江
を
描
い
た
最
古
の
絵
画
作
例
と
し
て
は
平
安
時
代
末
期
の
国
宝
源

氏
物
語
絵
巻
の
関
屋
が
あ
る
。
画
面
上
方
に
琵
琶
湖
が
描
か
れ
る
。
こ
の

あ
と
中
世
の
絵
巻
物
に
も
琵
琶
湖
が
描
か
れ
る
作
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、

パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
に
景
観
を
捉
え
る
作
例
に
お
い
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が

南
方
あ
る
い
は
陸
側
か
ら
琵
琶
湖
を
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
海
道

か
ら
の
視
点
で
あ
る
。
先
に
見
た
永
徳
の
三
上
山
図
を
含
む
近
江
名
所
図

は
そ
の
点
異
例
で
あ
る
。
北
方
か
ら
手
前
に
琵
琶
湖
を
介
し
て
南
近
江
を

捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
永
徳
に
よ
る
新
図
様
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
信
長
の
安
土
城
築
城
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

新
た
な
視
点
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
安
土
城
御
殿
御
座
所
に
描
か
れ
た
永
徳
の
近

江
名
所
図
で
は
あ
る
が
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
図
様
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
滋
賀
県
立
近
代

美
術
館
が
所
有
す
る
「
近
江
名
所
図
」
屏
風
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
作
品

の
制
作
年
代
は
ち
ょ
う
ど
安
土
城
築
城
と
前
後
す
る
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
、

作
者
も
狩
野
永
徳
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
画
人
で
あ
る
。
三
井
寺
あ
た
り
か

ら
右
方
に
坂
本
、
堅
田
、
高
島
あ
た
り
ま
で
を
や
は
り
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
に

描
い
た
濃
彩
に
よ
る
作
例
で
、
画
面
手
前
に
は
琵
琶
湖
が
描
か
れ
て
い
る
。

安
土
城
あ
た
り
か
ら
の
視
点
と
考
え
て
も
矛
盾
の
な
い
作
例
で
あ
る
。
ま

た
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
が
所
有
す
る
「
近
江
名
所
図
」
屏
風
も
時
代
は

下
が
る
も
の
の
、
や
は
り
琵
琶
湖
南
岸
を
北
方
か
ら
捉
え
た
構
図
を
持
ち
、

三
上
山
や
瀬
田
、
大
津
、
唐
崎
、
堅
田
あ
た
り
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
江

戸
時
代
初
期
の
制
作
で
あ
り
、
金
碧
画
で
あ
る
点
は
相
違
す
る
が
、
左
隻

左
方
に
安
土
城
と
考
え
ら
れ
る
城
跡
の
石
垣
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
点
も

興
味
深
い
。
永
徳
の
描
い
た
近
江
名
所
図
の
図
様
が
粉
本
と
し
て
狩
野
派

内
に
伝
来
し
、
そ
れ
を
も
と
に
描
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
作
例
と

い
え
よ
う
。

　

近
世
に
入
っ
て
も
近
江
を
描
く
絵
画
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
近
江
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八
景
図
が
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
八
景
に
漏
れ
た
三

上
山
は
そ
の
後
描
か
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
永
徳
の
新
図
様
も
や
が

て
狩
野
派
内
で
も
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
安
土
城
の
諸
御
殿
の
配
置
を
近
年
の
発
掘
成
果
を
参
考
に

し
た
う
え
で
、『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
記
事
と
合
わ
せ
検
証
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
永
徳
に
よ
る
三
上
山
図
の
描
か
れ
た
御
殿
と
そ
の
位
置
の
確

認
を
試
み
た
。
い
ず
れ
現
存
し
な
い
建
築
と
絵
画
で
あ
る
が
、
安
土
城
の

イ
メ
ー
ジ
の
輪
郭
が
少
し
で
も
確
か
な
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註
１
．
辻
惟
雄『
戦
国
時
代
狩
野
派
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

平
成
六
年
）

所
収
「
永
徳
の
三
上
山
真
景
図
に
つ
い
て
」
の
補
記

２
．『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
５
』第
五
三
章（
中
央
公
論
社　

昭
和
五
三
年
）

３
．
木
戸
雅
寿
「
よ
み
が
え
る
安
土
城
」
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

一
六
七　

吉
川
弘
文
館　

平
成
十
五
年

４
．
辻
惟
雄
「
永
徳
の
三
上
山
真
景
図
に
つ
い
て
」『
美
術
史
学
』
二  

昭
和
五
四
年

５
．
註
四
論
文

６
．
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』
吉
川
弘
文
館　

平
成
七
年
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